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るすつ保育所  発表会
　11月８日、るすつ保育所の発表会が行われました。会場の留寿都村公民館ホー
ルには、たくさんの保護者の方がみえ、子どもたちの元気な発表を楽しんでいまし
た。練習を重ねたお遊戯や劇を楽しそうに発表する子どもたちに、会場からはたく
さんの拍手が送られました。

●平成26年度上半期 わたしたちの村の財政状況をお知らせします
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使用料・手数料ほか
（公営住宅家賃、温泉協力金収入など）
2億3,321万円（  7.3％）

村債
（建設工事の実施などによる借金）
7億3,395万円（22.9％）

地方交付税（標準的な行政事務を行な
うため、国から交付されるお金）
12億2,813万円（38.4%）

譲与税など各種交付金
（国に納めた税金の一部が交付されるお金）

6,716万円（  2.1%）

村税
（住民税、固定資産税、軽自動車税など）
3億4,470万円（10.8%）

国・道支出金
（特定の目的のために交付されるお金）
3億8,869万円（12.1%） 国・道支出金

3,544万円（  9.1%）

譲与税など各種交付金
2,809万円（41.8%）

地方交付税
8億6,515万円（70.4%）

村税
1億8,908万円（54.9%）

使用料・手数料ほか
1億6,102万円（69.0%）

村債
0万円（  0.0%）

収入済額
12億7,878万円
（収納率  39.9％）

支出済額
9億8,905万円

（執行率  30.9％）民生費
（各種福祉、保育所運営など）
12億8,223万円（40.0%）
衛生費
（各種検診、ごみ処理事務など）
1億4,085万円（  4.4%）

農林水産業費
（農地転用、その他農林畜業事務など）

7,379万円（  2.3%）

教育費
（学校・公民館等の管理運営など）
2億7,763万円（  8.7%）

公債費
（村債の返済金）
2億5,915万円（  8.1%）

総務費・商工費ほか
（職員人件費、議会、消防、商工観光、
　戸籍事務など）
8億9,745万円（28.0%）

土木費
（村道維持、公営住宅管理、除雪など）
2億7,077万円（  8.5%）

※(　)内は各項目毎の収入率

農林水産業費
986万円（13.4%）

土木費
2,394万円（  8.8%）

公債費
1億2,882万円（49.7%）

教育費
9,692万円（34.9%）

総務費・商工費ほか
3億8,437万円（42.8%）

衛生費
4,242万円（30.1%）

民生費
3億272万円（23.6%）

※(　)内は各項目毎の執行率

歳出

予算額

歳出

支出済額

【注】上記には、前年度からの繰越分を含んでいます。

歳入

予算額

歳入

収入済額

繰入金
0万円（  0.0%）

繰入金
（収支を補完するための貯金の取崩し）

2億603万円（  6.4%）

一般会計予算額
32億187万円

　村では、「村の家計簿」ともいえる村の財政状況を知っていただくため、年に２回（６月と12月）広報るすつ

でお知らせしています。

　今回は、平成26年度の上半期（平成26年４月～26年９月末現在）についてお知らせします。

　一般会計の歳入・歳出予算額、収入済額・支出済額は次のグラフのと

おりです。

　平成26年度の一般会計予算は、前年度繰越事業額3,456万円を含め、

当初31億4,895円でスタートしました。その後、補正予算により、平

成26年９月30日現在の予算現額は32億187万円となっています。 一般会計

平成26年度上半期
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特別会計

　特別会計の歳入・歳出予算額、収入済額・支出済額は次のグラフ

のとおりです。

　特別会計とは、特定の事業を行う上で一般会計と切り離して別個

に処理する会計をいいます。現在、村においては、『国民健康保険事

業』、『簡易水道事業』、留寿都診療所を運営するための『診療事業』、

地域包括支援センターなどを運営するための『介護サービス事業

等』、『公共下水道事業』、『後期高齢者医療事業』の６つの特別会計が

あります。

後期高齢者医療事業 

公共下水道事業 

介護サービス事業等

診療事業 

簡易水道事業 

国民健康保険事業 

【注】各特別会計において、支出済額に対する収入不足額は、一般会計から一時運用金（一時的な会計間の資金の繰替）により補っています。

1億3,837万円

739万円

6,413万円

1,709万円

4,977万円

1,502万円

4,108万円

662万円

1,003万円

92万円

2,723万円

1,902万円

3,398万円

2,286万円

4,820万円

1億1,579万円

7,894万円

9,938万円
予算額

収入済額

支出済額

村債残高
　平成26年９月末現在、村が事業を行うために借り

入れした資金の残高は次のとおりです。

残　高　　36億9,926万円
　内訳　一般会計　24億8,342万円
　　　　特別会計　12億1,584万円
※住民１人あたりの残高　197万円

一時借入金

平成26年９月末借入残高　0円

村有財産
　平成26年９月末現在、村で保有している土地や建

物などの財産は次のとおりです。

土　地　12,285,181㎡
公園、村の建物敷地など

建　物　　44,812㎡
庁舎、学校、村営住宅など

基　金　　13億6,152万円
財政調整基金、減債基金など

※住民１人あたりの残高　73万円

有価証券等　6億7,602万円
株券、出資金など

北海道備荒資金組合納付金
　　　　　　1億5,251万円
※住民１人あたりの残高　8万円

　平成26年９月末現在、一時的な運転資金として借

り入れている借入金の残高はありません。
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平成２７年１月から

燃やせるごみの分別方法が変わります

  ～燃やせるごみは平成27年３月から固形燃料化します～

　留寿都村ではごみの分別収集を行っていますが、そのうち「燃やせるごみ」について
は倶知安町清掃センターで焼却処理されています。しかし、当初から予定されていた倶
知安町清掃センターの使用期限である平成27年３月をむかえることから、羊蹄山ろく
７町村で構成される「羊蹄山麓地域廃棄物広域処理連絡協議会」では今後の処理につい
て協議をしてきました。その結果、平成27年３月から「燃やせるごみ」の処理方法を
固形燃料（RDF）化することとなりました。現在、固形燃料化の処理を民間事業者に
委託し、倶知安町内で処理施設の整備をしているところです。

　

各
家
庭
な
ど
か
ら
出
さ
れ
た
燃

や
せ
る
ご
み
は
、
手
作
業
で
選
別

さ
れ
、
固
形
燃
料
化
で
き
な
い
燃

や
せ
る
ご
み
は
除
外
さ
れ
ま
す
。

選
別
さ
れ
た
ご
み
は
、
破
砕
機
に

か
け
ら
れ
た
あ
と
、
乾
燥
さ
せ
、

圧
縮
し
て
固
め
て
固
形
燃
料
（
Ｒ

Ｄ
Ｆ
）
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
し
て
で
き
た
固
形
燃
料
は
、
工

場
な
ど
で
燃
料
と
し
て
使
わ
れ
ま

す
。１

月
か
ら
の

燃
や
せ
る
ご
み
の

分
別
方
法

　

上
記
の
よ
う
に
燃
や
せ
る
ご
み

は
固
形
燃
料
化
さ
れ
ま
す
が
、
燃

や
せ
る
ご
み
の
中
に
は
、
固
形
燃

料
化
で
き
な
い
ご
み
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
ご
み
は
手
作

業
に
よ
り
除
外
さ
れ
ま
す
が
、
作

業
員
の
衛
生
面
な
ど
を
考
え
て
、

次
の
よ
う
に
分
別
方
法
を
変
更
し

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

燃
や
せ
る
ご
み
か
ら

固
形
燃
料（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）

に
な
る
ま
で

衛
生
ご
み
（
介
護
・
赤
ち
ゃ
ん
用
の
紙
お
む
つ
や
生

理
用
品
・
ペ
ッ
ト
シ
ー
ト
）
は
分
別
し
て
く
だ
さ
い

　

衛
生
ご
み
は
、
引
き
続
き
燃
や
せ
る
ご
み
の
区
分
で
す
が
、

固
形
燃
料
化
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
お
手
持
ち
の
半
透
明
な
袋

に
ま
と
め
た
上
で
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
袋
（
指
定
袋
）
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
他
の
燃
や
せ
る
ご
み
と
混
同
し
な
い

場
合
は
、
衛
生
ご
み
を
直
接
燃
や
せ
る
ご
み
の
袋
（
指
定
袋
）

に
入
れ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

【
衛
生
ご
み
の
出
し
方
】

①
衛
生
ご
み
が
多
量
の
場
合

　

 　

他
の
燃
や
せ
る
ご
み
と
は
別
の
燃
や
せ
る
ご
み
の
袋
（
指

定
袋
）
に
入
れ
て
出
す

②
衛
生
ご
み
が
少
量
の
場
合

　

 　

お
手
持
ち
の
半
透
明
な
袋
に
入
れ
て
、
そ
れ
を
他
の
燃
や

せ
る
ご
み
の
袋
（
指
定
袋
）
の
中
に
入
れ
て
出
す

変更します！

燃やせるごみ

おむつ・生理用品

燃やせるごみ

生理用品
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固
形
燃
料（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）化

の
メ
リ
ッ
ト

　

固
形
燃
料
は
英
語
で
、
Ｒ
Ｄ
Ｆ

（R
efuse D

erived Fuel　

一

般
廃
棄
物
由
来
燃
料
）
と
い
い
ま

す
。
石
炭
な
ど
に
替
わ
る
燃
料
と

し
て
工
場
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
Ｒ
Ｄ
Ｆ
中
に
生
ご
み
が
混

入
す
る
と
燃
料
の
腐
敗
が
お
き
る

こ
と
や
、
塩
分
混
入
に
よ
る
焼
却

時
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発
生
の
リ
ス

ク
な
ど
が
問
題
と
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
ご
み
分
別
の
徹
底

や
技
術
の
進
歩
に
よ
り
各
地
で
固

形
燃
料
化
方
式
が
選
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

従
来
、
燃
や
せ
る
ご
み
は
焼
却

灰
と
し
て
留
寿
都
村
の
最
終
処
分

場
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
固
形
燃
料
化
さ
れ
る
と
埋
め

立
て
す
る
必
要
が
な
い
分
、
最
終

処
分
場
を
長
く
使
用
で
き
る
よ
う

に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
も
期
待
で
き
、
地
球
に
優
し

い
処
分
方
法
と
も
い
え
ま
す
。

　

今
後
も
、
ご
み
の
分
別
と
減
量

化
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

ご
み
の
分
別
に

つ
い
て
の
問
合
せ

▲

住
民
福
祉
課

柑
橘
類
の
皮
、
玉
ね
ぎ
の
外
皮
、
貝
殻
、

と
う
も
ろ
こ
し
の
し
ん
な
ど
は
生
ご
み
へ

　

こ
れ
ま
で
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
い
た
、
み
か
ん
な
ど
の
柑

橘
類
の
皮
、
玉
ね
ぎ
の
外
皮
、
貝
殻
、
と
う
も
ろ
こ
し
の
し
ん

な
ど
も
含
め
て
、
台
所
か
ら
出
る
残
飯
や
調
理
く
ず
は
全
て
生

ご
み
と
し
て
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

　

生
ご
み
な
ど
の
水
分
、
塩
分
の
あ
る
も
の
は
固
形
燃
料
化
の

妨
げ
と
な
る
こ
と
か
ら
、
燃
や
せ
る
ご
み
に
は
入
れ
な
い
よ
う

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

変更します！

生ごみ

▲倶知安町内で整備されている
固形燃料製造機器
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平成２６年度 留寿都村功労者表彰
　11月６日、留寿都村公民館で平成26年度留寿都村功労者表彰式が行われました。功労者表彰

は、本村の政治・産業・経済・文化・社会などの振興に寄与又は公益の増進にご尽力頂いた

方々に贈られるもので、昭和39年度から実施し、これまでに延べ249名の方々や団体が表彰さ

れています。

　

平
成
11
年
７
月
か
ら
平
成
26
年
７
月
ま
で
の
15
年
間
の
永
き
に

わ
た
り
、
留
寿
都
村
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、
村
の
農
業
振
興

の
た
め
、
地
域
に
お
け
る
農
地
の
権
利
移
動
許
認
可
や
転
用
業
務

等
を
中
心
に
優
良
農
地
の
確
保
と
有
効
利
用
を
通
じ
て
地
域
農
業

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
17
年
か
ら
平
成
26

年
ま
で
の
３
期
９
年
間
を
留
寿
都
村
農
業
委
員
会
会
長
と
し
て
会

の
審
議
、
運
営
に
当
た
ら
れ
る
な
ど
、
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
の
発
展
に
大
変
な
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。

　

自
治
功
労
者

　

吉
田
　
　
薫 

氏

　

昭
和
62
年
７
月
か
ら
平
成
26
年
６
月
ま
で
の
27
年
間
の
永
き
に

わ
た
り
、
留
寿
都
村
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
、
村
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
柔
道
を
中
心
に
活
動
さ
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
指
導
を
通
じ
た
青
少
年
の
健
全
育
成
に
も
多
大
な
ご
貢

献
を
く
だ
さ
り
、
指
導
者
と
し
て
後
進
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
ご
功
績
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
謹
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

自
治
功
労
者

　

故 
吉
田
　
好
男 

氏

　

昭
和
57
年
５
月
か
ら
平
成
25
年
10
月
ま
で
の
31
年
間
の
永
き
に

わ
た
り
、
留
寿
都
消
防
団
員
と
し
て
豊
富
な
経
験
、
知
識
を
も
っ

て
災
害
の
未
然
防
止
と
被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
、
幾
多
の
火
災
・
災

害
か
ら
村
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
昼
夜
を
分
か
た
ず
献
身

的
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
10
年
２
月
か
ら
班
長
と

し
て
、
平
成
14
年
８
月
か
ら
部
長
と
し
て
、
平
成
21
年
４
月
か
ら

は
分
団
長
と
し
て
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
消
防
活

動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
治
功
労
者

　

五
十
嵐
一
裕 

氏

　

平
成
６
年
４
月
か
ら
平
成
26
年
４
月
ま
で
の
20
年
間
の
永
き
に

わ
た
り
、
社
会
福
祉
法
人
留
寿
都
村
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
及

び
理
事
と
し
て
、
ま
た
、
平
成
10
年
４
月
か
ら
16
年
間
は
、
当
協

議
会
の
会
長
も
務
め
ら
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
の
地
域

福
祉
振
興
事
業
や
ふ
れ
あ
い
広
場
の
開
催
事
業
は
も
と
よ
り
、
広

く
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
運
営
を
通
じ
、
人
に
優
し
い
安
心
・

安
全
な
地
域
づ
く
り
に
多
大
な
ご
貢
献
を
賜
り
ま
し
た
。

　

社
会
功
労
者

　

石
川
　
博
義 

氏
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木のぬくもりを感じる施設
　10月９日、るすつ保育所の年長児と放課後児童クラブの子ど
もたちが、子どもセンター「ぽっけ」の工事現場を見学しました。
　最初に留寿都村で育った木を使って、大きな一枚板（集成材）
にするまでの過程を学び、実際に工事現場では集成材の大きさや
手触りを確認しました。児童館遊戯室に使用される最も大きな梁

はり

は参加した子どもたち全員が乗れる大きさ。この板に子どもたち
一人ひとりがメッセージを記念に書きました。建物が完成すると
メッセージは見ることができませんが、子どもたちはイラストを
描いたり、「みんなで遊びたい」「はやく作って」などのメッセージ
を残してくれました。
　「ぽっけ」で使用される木材の多くは、橇負山の麓にある留寿
都村で育った木を使用しました。建物が完成したら、随所に使わ
れている木に触れてみてください。

保育所

子育て支援センター

放課後児童クラブ

小型児童館

　平成27年５月のオープンに向けて建設中のるすつ子どもセンター「ぽっけ」。今月は
10月に行われた子どもたちの工事現場見学会と植樹体験会についてお知らせします。
「ぽっけ」に使われている木材量は約304㎥。木をたくさん使用した温かみのある施設
です。

▼児童館遊戯室の梁
はり
に使われる大きな木

　と一緒に記念撮影

未来の子どもたちのために
　10月24日、るすつ保育所の年長児と留寿都小学
校の１～３年生が植樹を行いました。「ぽっけ」に
使用する木材を伐採した橇負山の麓に、およそ100
本のカラマツの木を植えました。
　今回「ぽっけ」に使用するために伐採した木は
樹齢50年以上のもので、これ以上大きく成長する
ことはありません。
　今年子どもたちが植えた木は、50
年後、子どもたちと共に大きく成長
し、未来の子どもたちに必要な森や
資源となってくれることでしょう。

子どもたちの見学会の様子は三井住商建材㈱の下記ホームページでも紹介されています。動画もありますのでご覧ください。  http://summit-hr.com/  news/detail.php?nid=275
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～保健事業実施計画に関する住民意見募集について～

　北海道後期高齢者医療広域連合は、道内179市町村との連携のもと、後期高齢者医療制度を運営

している特別地方公共団体です。

 このたび、広域連合では、被保険者の皆様が、地域において自立した生活を少しでも長く送るこ

とができるよう、効果的で効率的な保健事業を積極的に進めていくための、「北海道後期高齢者医療

広域連合保健事業実施計画（案）」を策定しました。

　この保健事業実施計画の策定にあたり、次のとおり広く住民の皆様からご意見を募集します。

お問合せ先

北海道後期高齢者医療広域連合
〒060-0062 札幌市中央区南２条西14丁目 国保会館６階

電話 011-290-5601

お住まいの市区町村
留寿都村役場 保健医療課 介護保険係

電話 0136-46-3131

北海道後期高齢者医療広域連合保健事業実施計画（案）に関する
住民意見募集について

◆募集案件について

　【募集案件】　『北海道後期高齢者医療広域連合保健事業実施計画（案）』について

　【募集期間】　平成26年12月10日～平成27年１月９日（必着）

◆公表する資料について

　『北海道後期高齢者医療広域連合保健事業実施計画（案）』

◆資料及び募集要領の入手方法について

　意見募集の開始日から、北海道後期高齢者医療広域連合ホームページ

　(http://iryokouiki-hokkaido.jp)に掲載するとともに次の場所で配布しています。

・北海道後期高齢者医療広域連合（住所については、下記お問合せ先参照）

・留寿都村役場保健医療課介護保険係
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保健医療課からのお知らせ

介護保険の要介護認定者の障害者控除
について

　障害者手帳等の交付を受けていない65歳以上の高齢者で、介護保険の要介護認定を受

けている方のうち、寝たきり状態などで身体障害者に準じる場合や認知症などで知的障

害者に準じる場合など、税の申告の際に障害者控除の適用を受けられることがあります。

　障害者控除の適用を受けるには、村長が交付

する「障害者控除対象者認定書」を申告する際

に提示する必要があり、認定書の交付を受ける

には申請が必要となりますので、詳しくは役場

保健医療課介護保険係(電話０１３６－４６－

３１３１)までお問合せください。

【注意】

１ 　要介護認定を受けていても、必ず障害者控除の対象になるとは限りませ

ん。一定の基準に該当する方が対象となります。

２ 　すでに同程度の障害区分に該当する障害者手帳等を持っている方は、手

帳の提示により控除が受けられますので申請の必要はありません。

３ 　要介護認定の更新により、要介護度が軽くなったり重くなったりした場

合、認定内容の変更もしくは対象外となることがあります。要介護認定結

果が前回と変更になった場合は、保健医療課介護保険係までお問合せくだ

さい。
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　 平成27年１月診療分から70歳未満の方の自己負担限度額が
　 一部変更されます。
　これまで、70歳未満の方の自己負担限度額は、所得に応じて３段階に区分されておりましたが、

平成27年１月診療分より５段階に変更されることとなりました。

　平成26年８月１日以降に限度額適用認定証を交付された方につきましては、後日、平成27年１月

以降適用される認定証を郵送いたしますので、現在お持ちの認定証と差し替えをお願いいたします。

　ご不明な点がありましたら、後志広域連合国民健康保険課もしくは役場保健医療課にお問合せく

ださい。

※１　限度額適用認定証は、保険適用される医療費が対象となります。

※２　 国民健康保険税を滞納している場合は、限度額認定証の交付がで

きない場合があります。

※３　70歳以上の方の自己負担限度額については変更ありません。

国民健康保険からのお知らせ

別表　自己負担額の算出表

○平成26年12月診療分まで

○平成27年１月診療分から

Ｃ ２４，６００円住民税非課税世帯

一般

低所得者

３回目まで ４回目以降

１５０，０００円＋（医療費－５００，０００円）×１％６００万円
を超える上位所得者 ８３，４００円

区分 総所得金額

８０，１００円＋（医療費－２６７，０００円）×１％ ４４，４００円

３５，４００円

Ａ

Ｂ ６００万円以下

オ

５７，６００円 ４４，４００円
一般

住民税非課税世帯低所得者

２１０万円以下

総所得金額 ３回目まで ４回目以降

１４０，１００円２５２，６００円＋（医療費－８４２，０００円）×１％ア

イ ６００万円を超え
９０1万円以下

上位所得者

区分

９３，０００円

９０１万円
を超える

１６７，４００円＋（医療費－５５８，０００円）×１％

２１０万円を超え
６００万円以下 ８０，１００円＋（医療費－２６７，０００円）×１％ ４４，４００円ウ

エ

３５，４００円 ２４，６００円

※「医療費」とは、診療を受けた10割分の額となります。

※４回目以降とは、高額療養費の該当が12か月以内に３回以上となった場合の４回目以降の限度額となります。

お問合せ先　役場保健医療課保健医療係　電話0136-46-3131
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今月のテーマ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
65
歳
以

上
の
高
齢
者
を
対
象
に
月
１
回
、
公
民
館

ホ
ー
ル
で
運
動
教
室
「
い
き
い
き
体
力
ア

ッ
プ
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
洞
爺

協
会
病
院
で
リ
ハ
ビ
リ
を
指
導
す
る
理
学

療
法
士
に
運
動
指
導
を
お
願
い
し
、
偶
数

月
は
運
動
の
み
、
奇
数
月
は
運
動
と
留
寿

都
歯
科
診
療
所
の
歯
科
医
師
か
ら
歯
や
口

腔
の
ケ
ア
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
て
い
る
方
の
人
数
は
毎
月
約

20
人
か
ら
25
人
程
度
、
年
齢
は
70
歳
代
か

ら
80
歳
代
の
方
が
中
心
に
な
り
ま
す
。

　

教
室
で
は
、
血
圧
測
定
や
健
康
状
態
の

確
認
を
行
っ
た
後
、
理
学
療
法
士
と
一
緒

に
体
を
動
か
し
セ
ラ
バ
ン
ド
（
ゴ
ム
製
の

バ
ン
ド
）
や
ボ
ー
ル
を
使
用
し
て
の
運
動

を
行
い
ま
す
。
途
中
、
休
憩
を
は
さ
み
ま

す
が
全
体
で
１
時
間
程
度
の
運
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

歯
や
口
腔
の
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
歯
磨

き
の
ポ
イ
ン
ト
や
入
れ
歯
の
手
入
れ
方
法

等
、
自
分
の
歯
を
で
き
る
だ
け
保
ち
口
の

健
康
を
守
る
た
め
の
お
話
を
し
て
い
ま

す
。
高
齢
者
に
な
る
と
入
れ
歯
を
使
用
し

て
い
る
方
も
多
く
な
り
ま
す
が
、
入
れ
歯

が
合
わ
な
く
な
り
噛
む
こ
と
が
十
分
で
き

な
く
な
る
と
食
事
の
内
容
も
変
わ
っ
て
き

ま
す
。
少
し
ず
つ
栄
養
面
の
偏
り
が
出
て

き
て
体
調
を
崩
し
て
し
ま
う
原
因
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

噛
む
力
や
飲
み
込
む
力
、
唾
液
の
量
な

ど
口
の
機
能
を
保
つ
こ
と
は
か
ら
だ
全
体

の
調
子
を
整
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な

る
こ
と
を
防
い
で
い
く
介
護
予
防
の
取
り

組
み
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

運
動
教
室
参
加
に
つ
い
て
の 

相
談
は
、
地
域
包
括
支
援
セ 

ン
タ
ー
ま
で　
　
　
　
　
　

　

こ
れ
か
ら
、
冬
に
な
り
雪
道
に
な
る
と

転
倒
な
ど
の
心
配
か
ら
外
出
す
る
機
会
が

少
な
く
な
り
体
を
動
か
す
時
間
も
短
く
な

り
ま
す
。
教
室
の
参
加
に
つ
い
て
「
も
う

年
だ
か
ら
～
」「
人
の
中
に
出
て
行
く
の
が

苦
手
だ
か
ら
～
」
と
考
え
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
普
段
の
運
動
の

き
っ
か
け
作
り
や
見
直
し
を
し
て
い
く
機

会
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
参
加
に
つ

い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
元
気
な
方
や
近

く
に
お
住
ま
い
の
方
は
運
動
だ
か
ら
と
歩

い
て
来
ら
れ
る
方
も
い
ま
す
し
、
参
加
に

あ
た
っ
て
公
民
館
ま
で
の
送
迎
が
必
要
な

方
に
つ
い
て
は
送
迎
の
対
応
も
し
て
い
ま

す
。

　

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気

に
生
活
し
て
い
く
た
め
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
の
介
護
、
健
康
、
暮

ら
し
に
係
わ
る
心
配
事
の
相
談
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
認
知
症
の
介
護
に

関
す
る
相
談
な
ど
高
齢
者
の
生
活
に
係
わ

る
様
々
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

運動教室の紹介

今月の執筆者

地域包括支援センター主幹
仙北谷　明美

▼ゴム製バンドを使って筋肉を効果的に鍛えます。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

事
務
所

●�

留
寿
都
村
字
留
寿
都
１
７
６
番
地

４
（
役
場
庁
舎
横　

留
寿
都
村
社

会
福
祉
協
議
会　

２
階
）

●
電
話

　

０
１
３
６-

４
７-

２
２
７
７

※�

訪
問
等
で
不
在
の
場
合
は
、
役
場

保
健
医
療
課
（
電
話
：
０
１
３
６

-

４
６-

３
１
３
１
）
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
開
設
時
間

　

月
～
金　

　

午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
30
分 

　

（
土
日
、祝
日
、年
末
年
始
は
休
業
）
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軽自動車税の税率が変わります
平成27

年度か
ら

　税制改正により、平成27年度から、軽自動車税の税率が次のとおり変更になります。

車　　　種
税　率（年額）

現行税率
（平成26年度まで）

新税率
（平成27年度から）

原動機付自転車

（排気量50cc以下） １，０００円 ２，０００円
（50cc超90cc以下） １，２００円 ２，０００円
（90cc超125cc以下） １，６００円 ２，４００円

（ミニカー） ２，５００円 ３，７００円
２輪の軽自動車・２輪の軽トレーラー ２，４００円 ３，６００円

２輪の小型自動車 ４，０００円 ６，０００円
もっぱら雪上を走行する車 ２，４００円 ３，６００円

小型特殊自動車
（農耕作業用） １，６００円 ２，４００円

（その他）※フォークリフトなど ４，７００円 ５，９００円

　また、４輪車などの軽自動車は、平成27年４月１日以降に新規登録する車両から次のとおり税率が変

更になります。

　ただし、平成27年３月31日までに新規登録した（初めて車両番号の指定を受けた）車両は、登録後13年

までは現行税率のままです。

　なお、新規登録した（初めて車両番号の指定を受けた）月から13年を経過した車両（電気軽自動車等を

除く）は、平成28年度から次の表のとおり経年重課税率が適用されます。

車　種
税　率（年額）

現行税率（平成27年３
月31日までの登録車）

新税率（平成27年４月
１日以降の登録車）

経年重課（登録後13年
超の登録車）

３輪 ３，１００円 　３，９００円 　４，６００円

４輪乗用
（自家用） ７，２００円 １０，８００円 １２，９００円
（営業用） ５，５００円 　６，９００円 　８，２００円

４輪貨物
（自家用） ４，０００円 　５，０００円 　６，０００円
（営業用） ３，０００円 　３，８００円 　４，５００円

※経年重課はH28年度から

　軽自動車税は、毎年４月１日現在登録のある車両をお持ちの方に年税額が課税されます。　

　４月２日以降に廃車や名義変更の手続をされても、自動車税のような月割課税の制度はなく、その年度

分の税金を納めていただくことになります。

　また、３月になると手続の窓口が混み合いますので、早めに手続をお済ませください。

廃車・名義変更の手続はお早めに廃車・名義変更の手続はお早めに廃車・名義変更の手続はお早めに廃車・名義変更の手続はお早めに廃車・名義変更の手続はお早めに

軽自動車税に関する問合せ先：税務課（電話：0136-46-3131 内線182）
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村長とお話しませんか？

村長出前懇談会を実施します

　団体やグループの集まりなどに村長が出向き、お話をする村長出前懇談会を実施します。村長と

お話がしたい、村政について聞きたいことや要望があるなどテーマは問いません。概ね７名以上の

団体またはグループで、開催希望日の約２週間前までに役場企画課へお申し込みください。日程調

整後、開催のご連絡をいたします。なお、開催日は平成27年１月20日以降になります。詳しくは役

場企画課までお問合せください。

◯問合せ　役場企画課　電話　0136-46-3131（代表）

　留寿都村は、12月を「納税推進強調月間」とし、村税の滞納整理に積極的に取り組みます。　
　皆さんに課税されている税金は、道路・上下水道・公営住宅・公園などの整備、社会福祉・医療
制度などの充実や教育の振興など、私たち住民が健康で文化的な暮らしができるよう、様々な活動
に使われている貴重な財源です。
　納期限を過ぎた村税の納付がまだお済みでない方は、早急に納付してください。

▲

悪質滞納者への対応
　留寿都村は、収納のための対策をさらに強化します。「負担能力がありながら納付しない者」
や「滞納の原因が必ずしも生活困窮でない者」といった悪質と思われる滞納者に対しては、今後
一層厳しい姿勢で臨みます。
　納期限を過ぎても村税を納付していただけない場合は、預貯金、自動車、生命保険、不動産等
財産の差押えを行うことになります。

●納税に関するご相談はこちらまで
　役場税務課　電話0136－46－3131　内線181

12月は「納税推進強調月間」です
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平成26年12月１日から

｢児童扶養手当法」の一部が改正されました

　これまで、公的年金※を受給する方は児童扶養手当を受給できませんでしたが、
平成26年12月以降は、年金額が児童扶養手当額より低い方は、その差額分の児童
扶養手当を受給できるようになります。
　児童扶養手当を受給するためには、申請手続きが必要となります。

　　　※ 遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償など

・お子さんを養育している祖父母等が、低額の老齢年金を受給している場合
・父子家庭で、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合
・母子家庭で、離婚後に父が死亡し、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している
場合

      　など

今回の改正により新たに手当を受け取れる場合

◆手当は申請の翌月分から支給開始となります。ただし、これまで公的年金を受給してい
たことにより児童扶養手当を受給できなかった方のうち、平成26年12月１日に支給要
件を満たしている方が、平成27年３月までに申請した場合は、平成26年12月分の手当
から受給できます。

◆平成26年12月～平成27年３月分の手当は、平成27年４月に支払われます。

　　詳しくは、役場住民福祉課住民福祉係へお問合せください。

支給開始日

　＜参考：児童扶養手当の月額＞ （平成26年４月～）
　　・子ども１人の場合
　　　　全部支給：41,020円　
　　　　一部支給：41,010円～9,680円（所得に応じて決定されます）
　　・子ども2人以上の加算額
　　　　２人目：5,000円、３人目以降１人につき：3,000円
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地域おこし協力隊

活動レポート
毎月の活動内容をお知らせします

　10月10日、18時から留寿都村公民館で「第
30回チャリティーカラオケの夕べ」が開催
されました。留寿都村のラビット演芸クラブ
のご推薦をいただき、私も実力不足ながら参
加させていただきました。歌える歌謡曲が少
ない中、今は懐かしい三浦洸一さんの「踊子」
を皆様の前でご披露させていただきました。
　今までの人生で多くの人を前に歌う経験も
全くなく、他の出演者には、遠く及ばない私
でしたが、村民の皆様方の暖かい声援と拍手
のおかげで、あまり上がることもなく無事に
歌い終えることができました。私にとってと
ても新鮮で、貴重な留寿都村での経験となり
ました。写真は、ステージで歌をご披露して
いた時の風景です。

第30回
チャリティーカラオケの夕べ

地域おこし協力隊員

　　片山 健司さん
ブログURL
http://www.iju-join.jp/chiikiokoshi/blog/4214/

地域おこし協力隊員

　　間宮 邦彦さん
留寿都村観光協会 Facebook
https://www.facebook.com/rusutsutourism?ref=hl

　先日、撮影で山に入った時に貴重な体験
をしました。星空を撮影するために1週間
連続で黒田林道を上がって入山。ようやく
それなりの撮影ができ、23時30分頃に下
山。車で走っていると２頭の鹿が飛び出し
てきました。ヘッドライトに照らされ、彼
らは懸命に逃げています。疲れてボ～っと
していたのですが、なんとなく逃げ方がお
かしい。横幅も広くてモコモコしている気
がする。もしかして…。車のスピードをあ
げて近づくとそれはヒグマでした！むこう
も相当に慌てているようで、ひたすら道路
に沿って逃げていきます。
　スピードメーターを見ると45km。これ
じゃ人間が逃げられるわけがない…。
　しばらく追いかけっこが続きましたが、
道がカーブしているところで薮に消えてい
きました。
　違うタイミングで熊を狙って撮影してみ
たいですが、予期せぬ時にふいに現れて欲
しくないものです。

ヒグマに遭遇観光協会のホームページにもア
ップしましたが、黒田山中から
の星空と夜霧の写真です。
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　10月28日、留寿都小学校の５年生が、授業

の一環で、地域の食材を活用したお弁当作り

をしました。JAようていフレッシュ・ミズの

会の方々に料理の作り方を教わりながら、か

ぼちゃ団子や豚肉の三色巻、きんぴらごぼう

など各グループで５品の料理を作りました。

健康的な食事について考えることなどを目標

に「ベントーボックスプロジェクト」として、

自分たちで育てた食材なども使用しました。

地域食材を使ったお弁当作り

　10月12日、留寿都村体育

協会主催の「第18回村民パ

ークゴルフ大会」がふれあ

い公園パークゴルフ場で開

催されました。当日は37名

が参加し、３コースをプレーしました。大会結果は以下

のとおりです。

総合優勝（個人）

・男性の部　高橋　昌巳さん

・女性の部　渡辺満利子さん

各部１位

・男性74歳以上の部　高橋　昌巳さん

・男性73歳以下の部　山上　忠孝さん

・女 性 の 部　渡辺満利子さん

・中学生の部　加地　　遊さん

・団 体 の 部　遠田由喜雄さん

　　　　　　　大久保廣雄さん

　　　　　　　中村　咲子さん

第18回村民
パークゴルフ大会

　11月４日、留寿都村教育委員会主催の「陶芸教室」

が行われ、午前の部と午後の部を合わせて９名が参

加しました。留寿都村在住の陶芸家　今村　史朗氏

に教わりながら、参加者は１kgの粘土から、湯呑み

などを制作しました。できあがった作品は１月に公

民館で開催される公民館まつりで展示されます。ま

た、11月１日には、なんでもチャレンジクラブで子

どもたちなど17名が陶芸を行いました。作品は同じ

く公民館まつりで展示されます。

陶芸教室

　平成26年度羊蹄山ろく消防組合「火災予防ポス

ター展」において、中学生208点、小学生376点の

応募の中から、留寿都小学校５年生の正源綾乃さ

んの作品が佳作に選ば

れ、10月22日に留寿都

小学校で授与式が行わ

れました。

火災予防ポスター展　
正源綾乃さん入選

10・11月の

ピック
アップ

11月14日 　　　　　　11月10日 　　　　　　11月8日 　　　　　　　11月5日 　　　　　　　　　　　　　　11月4日　　　　　　　10月28日　　　　　　　　10月22日　　　　　10月12日　　　　
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　11月10日、社会福祉協議会主催の「高齢者ふれあ

い交流会」が洞爺湖温泉のホテルで開催されました。

村内在住の75歳以上の方、57名が参加し、ようてい

地域消費生活相談員の方の「身近な悪質商法につい

て」の講演を聞いた後は、温泉と食事などを楽しみ

ました。

高齢者ふれあい交流会
　毎月１回女性団体連絡協議会が主催する「ほっ

となサロン　うぃず・ゆ－」では、11月５日に高

齢者生活支援ハウスで、留寿都駐在所の小島所長

を迎え、詐欺の被害に遭わないために、色々なケ

ースのお話をしていただきました。また、交通安

全に対しても「車の運転手によく見える反射テー

プなどを身に付けて自分を守ってください」と分

かりやすく教えていただきました。

ほっとなサロン  うぃず・ゆー

　11月14日、健康スポーツ教室が公民館で行われ

ました。今回の内容は前回に引き続き「健康太極

拳」で、佐々木　博之氏を講師に招き、８名が参

加しました。ゆっくりとした動作で股関節や体の

バランスを整える効果があり、今回は正式な太極

拳のカリキュラムをひと通り学びました。慣れな

い動きに苦労しながらも、参加者は楽しみながら

体を動かしていました。

健康太極拳教室
　11月８日に留寿都村公民館で行われたるすつ保育

所の発表会では、かわいらしい衣装を着た子どもた

ちが元気にお遊戯や劇を披露しました。

るすつ保育所  発表会

11月14日 　　　　　　11月10日 　　　　　　11月8日 　　　　　　　11月5日 　　　　　　　　　　　　　　11月4日　　　　　　　10月28日　　　　　　　　10月22日　　　　　10月12日　　　　
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税
務
課
（
庁
舎
②
番
窓
口
）

家
屋
の
新
築
等
が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

家
屋
の
新
築
ま
た
は
増
築
が
あ
っ
た
場
合
は
、
役
場
税
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
翌
年
か
ら
の
固
定
資
産
税
を
計

算
す
る
た
め
に
家
屋
の
評
価
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
都
合
の
よ
い
時
間
を
相
談
の

上
、
役
場
税
務
課
職
員
が
伺
い
ま
す
。
（
役
場
か
ら
連
絡
、

訪
問
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
、
所
有
権
を
移
転
し
た
場
合
も

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

産
業
課
（
庁
舎
⑤
番
窓
口
）

ル
ス
ツ
温
泉
年
末
年
始
の
営
業
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

年
末
年
始
の
ル
ス
ツ
温
泉
の
営
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
本
年
も
た
く
さ
ん
の
ご
愛
顧
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
年
始
は
平
成
27
年
１
月
４
日（
日
）か
ら
通
常
営
業
と

な
り
ま
す
。

・
平
成
26
年
12
月
31
日（
水
）
17
時
ま
で
の
営
業

・
平
成
27
年
１
月
１
日（
木
）～
３
日（
土
）
休
業

 

総
務
課
（
庁
舎
⑥
番
窓
口
）

役
場
庁
舎
年
末
年
始
閉
庁
の
お
知
ら
せ

　

年
末
年
始
に
伴
い
、
役
場
庁
舎
は
平
成
26
年
12
月
31
日

（
水
）か
ら
平
成
27
年
１
月
５
日
（
月
）ま
で
閉
庁
と
な
り
ま

す
。
閉
庁
時
で
も
、
出
生
届
、
死
亡
届
、
婚
姻
届
な
ど
の
届

出
の
受
付
や
埋
火
葬
許
可
証
の
交
付
な
ど
の
業
務
を
扱
い
ま

す
の
で
、
ご
用
の
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
９
時
か
ら
17
時
ま
で　

役
場
庁
舎

　

TEL
０
１
３
６-

４
６-

３
１
３
１

・
17
時
か
ら
翌
朝
９
時
ま
で　

協
和
総
合
管
理
㈱
倶
知
安
営

業
所　

TEL
０
１
３
６-

２
３-

２
０
５
４

 

企
画
課
（
庁
舎
⑦
番
窓
口
）

平
成
26
年
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

平
成
26
年
工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者
４
人
以
上
の
全
て

の
製
造
事
業
所
を
対
象
に
、
平
成
26
年
12
月
31
日
時
点
で
実

施
し
ま
す
。
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け
る
工
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
政
府
の
重
要
な

調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調

査
で
す
。
調
査
の
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な

ど
、
国
及
び
地
域
行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利

活
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
票
に
御
記
入
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

統
計
作
成
の
目
的
以
外
（
税
の
資
料
な
ど
）
に
使
用
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
御
理

解
い
た
だ
き
、御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、
12
月
中
に
調
査
員
が

調
査
票
を
お
届
け
し
ま
す
。

 

教
育
委
員
会

公
民
館
年
末
年
始
閉
館
の
お
知
ら
せ

　

年
末
年
始
に
伴
い
、
平
成
26
年
12
月
31
日（
水
）
か
ら
平
成

27
年
１
月
５
日（
月
）
ま
で
公
民
館
を
閉
館
し
ま
す
。
こ
の
期

間
は
図
書
室
の
ご
利
用
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

武
道
館
年
末
年
始
閉
館
の
お
知
ら
せ

　

年
末
年
始
に
伴
い
、
平
成
26
年
12
月
31
日（
水
）
か
ら
平
成

27
年
１
月
５
日（
月
）
ま
で
武
道
館
を
閉
館
し
ま
す
。

 

他
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

歯
科
医
院
の
年
末
年
始
休
日
当
番
診
療
所

○
羊
蹄
山
麓
支
部
の
年
末
年
始
の
当
番
診
療
所
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。
な
お
、
診
療
時
間
は
９
時
か
ら
昼
12
時
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
12
月
29
日　

 

菊
地
歯
科
医
院
京
極
診
療
所
（
京
極
町
京
極

４
２
３　

TEL
０
１
３
６-

４
２-

３
１
３
０
）

・
12
月
30
日　

 

や
ま
だ
歯
科
医
院
（
蘭
越
町
蘭
越
１
７
１-

４　

TEL
０
１
３
６-

５
７-

５
８
８
８
）

・
12
月
31
日　

 

京
極
よ
う
て
い
歯
科
（
京
極
町
字
京
極

２
１
６　

TEL
０
１
３
６-

４
１-

２
２
２
２
）

・
１
月
１
日　

村
山
歯
科
真
狩
診
療
所
（
真
狩
村
字
真
狩
35

　
　
　
　
　
　

TEL
０
１
３
６-

４
８-

２
５
２
５
）

・
１
月
２
日　

 

伊
藤
歯
科
医
院
（
倶
知
安
町
北
１
西
２　

TEL

０
１
３
６-

２
２-

１
５
９
５
）

・
１
月
３
日　

 

中
川
歯
科
医
院
（
倶
知
安
町
南
１
東
３　

TEL

０
１
３
６-

２
３-

２
２
０
０
）

お問合せ先

留寿都村役場 0136-46-3131

留寿都村教育委員会 0136-46-3321

留寿都診療所 0136-46-3774

地域包括支援センター
 0136-47-2277

羊蹄山ろく消防組合留寿都支署
 0136-46-3304

後志広域連合介護保険課
 0136-55-8013

12
月
25
日
（
木
）

介
護
保
険
料
第
６
期
納
期
限

※
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
後
志
広
域
連
合

介
護
保
険
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

12
月
25
日
（
木
）

村
・
道
民
税
第
４
期
納
期
限

国
民
健
康
保
険
税
第
７
期
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
第
７
期
納
期
限

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

納

期

限

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間
」
で
す
。
日
本
人
拉
致
容
疑
事
案
を
は
じ
め
と
す
る

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
、
関
心
と
認

識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

○
問
合
せ
先　

倶
知
安
警
察
署

　
　
　
　
　
　

TEL
０
１
３
６-

２
２-

０
１
１
０

古
い
照
明
器
具
を
お
持
ち
の
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

　

昭
和
52
年
３
月
以
前
に
取
り
付
け
ら
れ
た
照
明
器
具
の
中

に
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）
を
含
ん
だ
安
定

器
を
使
用
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
カ
ネ
ミ

油
症
を
は
じ
め
と
し
て
、
発
が
ん
性
や
肝
障
害
な
ど
の
健
康

被
害
を
生
じ
る
物
質
で
あ
り
、分
解
さ
れ
に
く
い
性
質
か
ら
、

「
残
留
性
有
機
汚
染
物
質
に
関
す
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
条
約
」

（
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ
条
約
）
に
よ
り
我
が
国
を
含
め
て
国
際
的
に
使

用
を
禁
止
し
適
正
な
処
理
を
進
め
て
い
る
物
質
で
す
。
Ｐ
Ｏ

Ｐ
ｓ
条
約
で
は
平
成
40
ま
で
の
処
理
完
了
を
、
国
内
法
で
あ

る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
別
措
置
法
で
は
平
成
39
年
ま
で
の
処
理
完
了
を

定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
に
伴
い
破
裂
事
故
が
度
々

起
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
速
や
か
な
交
換
が
必
要
で
す
。

　

一
般
社
団
法
人
日
本
照
明
工
業
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.jlma.or.jp/)

を
参
考
に
、
貴
社
所
有
の
照

明
器
具
の
安
定
器
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間
」
で
す
。
日
本
人
拉
致
容
疑
事
案
を
は
じ
め
と
す
る

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
、
関
心
と
認

識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

○
問
合
せ
先　

倶
知
安
警
察
署

　
　
　
　
　
　

TEL
０
１
３
６-

２
２-

０
１
１
０

古
い
照
明
器
具
を
お
持
ち
の
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

　

昭
和
52
年
３
月
以
前
に
取
り
付
け
ら
れ
た
照
明
器
具
の
中

に
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）
を
含
ん
だ
安
定

器
を
使
用
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
カ
ネ
ミ

油
症
を
は
じ
め
と
し
て
、
発
が
ん
性
や
肝
障
害
な
ど
の
健
康

被
害
を
生
じ
る
物
質
で
あ
り
、分
解
さ
れ
に
く
い
性
質
か
ら
、

「
残
留
性
有
機
汚
染
物
質
に
関
す
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
条
約
」

（
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ
条
約
）
に
よ
り
我
が
国
を
含
め
て
国
際
的
に
使

用
を
禁
止
し
適
正
な
処
理
を
進
め
て
い
る
物
質
で
す
。
Ｐ
Ｏ

Ｐ
ｓ
条
約
で
は
平
成
40
ま
で
の
処
理
完
了
を
、
国
内
法
で
あ

る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
別
措
置
法
で
は
平
成
39
年
ま
で
の
処
理
完
了
を

定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
に
伴
い
破
裂
事
故
が
度
々

起
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
速
や
か
な
交
換
が
必
要
で
す
。

　

一
般
社
団
法
人
日
本
照
明
工
業
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.jlma.or.jp/)

を
参
考
に
、
貴
社
所
有
の
照

明
器
具
の
安
定
器
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
取
り
外
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
安
定
器
に
つ
き
ま
し
て
は
、

北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
理
」

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
h
o
k
k
a
i
d
o
.
l
g
.
j
p
/
k
s
/
j
s
s
/
t
o
p
_

p
a
g
e
/
p
c
b
.
h
t
m
)

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
適
正
な
保
管
及
び
早

期
処
理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

※ 

家
庭
用
の
照
明
器
具
の
安
定
器
に
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
使
用

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

○
問
合
せ
先　

 

北
海
道
後
志
総
合
振
興
局
保
健
環
境
部
環
境

生
活
課
地
域
環
境
係

　
　
　
　
　
　

TEL
０
１
３
６-

２
３-

１
３
５
２

消費生活相談
　一人暮らしの高齢の親の自宅へ行ったら、健康食品とその契約書や払込

票が見つかり、電話勧誘で健康食品の購入契約をしていたことがわかった。

支払いは分割になっており、１回目の支払いは代金引換配達で既に払い終

わっている。本人は色々な業者から電話勧誘を受けているようであるが、

電話を切ると何を契約したのかよく覚えていない。残金を支払わなくては

いけないか？という相談が全国の窓口にたびたび寄せられます。特に、同

居していないお子様が一人暮らしのご家族の様子を見に行ったときに契約

が判明する事が多く、契約から相当時間が経過してしまっている場合が多

いです。また、契約した本人はトラブルにあっているという認識が低く、

問題が潜在化してしまう傾向があります。

　トラブルを防ぐためにも日頃から高齢者本人の様子、言動などに気をつ

け、少しでも変化に気付いたら高齢者本人に声をかけ、経緯などを確認し

ましょう。

　トラブルや被害にあったのではと感じたり、困ったときは役場産業課や

相談窓口にご連絡ください。

　○問合せ　ようてい地域消費生活相談窓口

　　　　　　相談員 池田／電話0136-44-1600

あなたの家族は大丈夫ですか？

しりべし弁護士相談センター
（12・１月）

毎週水曜日／13:00～16:00

12月 10日、17日、24日　　　

１月 ７日、14日、21日、28日

※相談は事前予約制

※予約受付時間

　月～金　10:00～16:00

　　　　　(12:00～13:00を除く)

[住所]　岩内町字高台84番地3

　　　　（佐藤精肉店となり）

[電話]　0135-62-8373

12月・１月の
健康カレンダー

12月
17日水

４種混合・ヒブ・小児
用肺炎球菌予防接種
受付／13:00～13:15
場所／診療所
健康スポーツ教室
（フロアアカーリング）
時間／19:00～20:30
場所／公民館

12月
18日木

乳児健康診査・歯科健
康診査
受付／13:00～14:30
場所／公民館

12月
22日月

いきいき体力アップ教
室（対象者65歳以上）
受付／13:30
場所／公民館

１月
７日水

４種混合・ヒブ・小児
用肺炎球菌予防接種
受付／13:00～13:15
場所／診療所

１月
14日水

４種混合・ヒブ・小児
用肺炎球菌予防接種
受付／13:00～13:15
場所／診療所

１月
15日木
16日金

特定健康診査及び胃が
ん、肺がん、大腸がん
検診結果説明会
受付／13:30～16:00
場所／公民館

※予防接種につきましては、ワクチ
ン確保の都合がありますので予約
が必要となります。対象となる方
へは個別にスケジュール表を送付
していますので、そちらをご覧の
上、実施を希望される日の1週間
前までに診療所までご予約下さい。
（診療所：電話0136-46-3774）
※担当　健診等/保健医療課
　いきいき体力アップ教室/地域包

括支援センター　健康スポーツ教
室/教育委員会

12月の
救急当番病院
(土曜日受付時間12:00～17:00、

休日受付時間９:00～17:00)

12月6日土、7日日、13日土
14日日、20日土、21日日、
23日 、27日土、28日日
倶知安厚生病院 TEL0136-22-1141

※夜間（17:00～21:00）は倶知安
厚生病院が対応します。
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ほくほく♪ゆり根グラタン

＊材料
・ゆり根・・・・・・３個

・玉ねぎ・・・・・・１個

・マカロニ・・・・・50ｇ

・牛乳・・・・・・・100cc

・コンソメ・・・・・120cc

　（小さじ１/2をお湯で溶いたもの）

・溶けるチーズ・・・適量

　　・小麦粉・・・・25ｇ

　　・バター・・・・15ｇ

  　・牛乳・・・・・220cc

　　・コンソメ・・・小さじ１/２

・塩・コショウ・・・少々

・乾燥パセリ・・・・少々

＊作り方
①ゆり根は１枚ずつ洗い、２分ほど茹でる。マカロニを茹

でておく。玉ねぎは薄切りにする。

②油を入れた鍋で玉ねぎに少量の塩を入れて透明になるま

でじっくり炒める。

③②に①のゆり根を入れ、コンソメと牛乳を入れ軽く煮る。

④別の鍋に★を全て入れ、中火で泡だて器でよくかき混ぜ

ながら、とろみがつくまで煮詰める。

　塩・コショウで味を整える。

⑤③にマカロニを入れて混ぜる。

⑥耐熱容器に⑤を入れ、④のホワイトソースをかけ、上に

チーズとパセリをかけて、220～250度のオーブンで約15

分焼く。

人口と世帯（外国人を含む）

（平成26年10月末現在）

人口 1,895 （前月比 －12） 

男性 946 （前月比 ±０） 
  （内外国人：12人） 

女性 949 （前月比 －12） 
 　 （内外国人：13人） 

世帯 881 （前月比 －９） 

　今月号の表紙はるすつ保育所発表会の写真を掲載し
ましたが、毎年凝った衣装に楽しませてもらっていま
す。今年も黒縁メガネに学ラン、ポップコーンを装い、
カップの服に白いポンポンが付いた帽子など、子ども
たちのかわいらしさをアップさせる衣装がたくさん。
また、真剣な表情で踊る子や、満面の笑みで踊る子な
ど個性が出るところでもあります。公民館ホールは、
保護者の方で満員状態で、ビデオカメラの台数も一家
に一台という位に並んでいます。そんな中、広報の腕
章を付けて最前列に行くのが申し訳ないですが、広報
に掲載された写真はJPEGデータでメールなどで送れま
すので、お気軽に担当までお問合せください。

こんにちは赤ちゃん
10月４日　佐藤　那

な

知
ち

くん

保護者/陽飛さん＝舞さん(北町)

お悔やみ申し上げます
11月５日　菱野　イネさん　満92歳（新町）

10月16日～11月15日届出分

　焼いている時に表面のチーズが焦げるようでしたら、アルミホイルを被せてください。コンソメやチーズ

が入りますので、塩は控えめにするといいと思います。

　ゆり根は高血圧予防効果のあるカリウムが豊富に含まれ、食物繊維や鉄分も豊富です。冬に旬を迎え

ますので、これからの季節にぜひお試しください。

★
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